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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

連結経営指標等

回次
第13期
第３四半期
連結累計期間

第14期
第３四半期
連結累計期間

第13期
第３四半期
連結会計期間

第14期
第３四半期
連結会計期間

第13期

会計期間

自　平成21年
４月１日

至　平成21年
12月31日

自　平成22年
４月１日

至　平成22年
12月31日

自　平成21年
10月１日

至　平成21年
12月31日

自　平成22年
10月１日

至　平成22年
12月31日

自　平成21年
４月１日

至　平成22年
３月31日

売上高 （千円） 9,431,95112,187,4453,494,3184,583,69413,047,927

経常利益 （千円） 3,756,4315,621,7861,493,2942,172,6625,465,005

四半期（当期）純利益 （千円） 2,174,6833,270,124866,4821,269,2623,187,024

純資産額 （千円） ─ ─ 9,041,28312,859,30110,100,347

総資産額 （千円） ─ ─ 15,376,33121,365,91517,545,603

１株当たり純資産額 （円） ─ ─ 30,930.0643,990.8334,576.83

１株当たり四半期

（当期）純利益
（円） 7,559.7511,329.153,009.494,392.3811,074.40

潜在株式調整後

１株当たり四半期

（当期）純利益

（円） 7,523.7111,283.642,997.214,375.5611,023.46

自己資本比率 （％） ─ ─ 57.9 59.5 56.8

営業活動による

キャッシュ・フロー
（千円） 2,331,9463,043,240 ─ ─ 4,111,145

投資活動による

キャッシュ・フロー
（千円） △584,160△194,447 ─ ─ △697,599

財務活動による

キャッシュ・フロー
（千円） △212,267△467,563 ─ ─ △177,706

現金及び現金同等物の

四半期末（期末）残高
（千円） ─ ─ 7,489,94211,571,5359,190,382

従業員数 （人） ─ ─ 304 337 298

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しているので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載してお

りません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。
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２【事業の内容】

　当第３四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な

変更はありません。また、主要な関係会社についても異動はありません。　

 

３【関係会社の状況】

　当第３四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

 

４【従業員の状況】

(1）連結会社における状況

　 平成22年12月31日現在

従業員数（名） 337 (43)　

（注）従業員数は、当社グループから当社グループ外への出向者を除き、当社グループ外から当社グループへの出向者

を含む就業人員であり、臨時雇用者数（契約社員、アルバイトを含む）は、当第３四半期連結会計期間の平均人員

を（　）外数で記載しております。

　

　

(2）提出会社の状況

　 平成22年12月31日現在

従業員数（名） 284 (33)

（注）従業員数は、当社から当社外への出向者を除き、当社外から当社への出向者を含む就業人員であり、臨時雇用者数

（契約社員、アルバイトを含む）は、当第３四半期会計期間の平均人員を（　）外数で記載しております。
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第２【事業の状況】

１【生産、受注及び販売の状況】

(1）生産実績

　当社グループの業務には、生産に該当する事項がないため、生産実績に関する記載はしておりません。

　

(2）受注実績

　当社グループは、受注生産を行っておりませんので、受注実績に関する記載はしておりません。

　

(3）販売実績

　当第３四半期連結会計期間における販売実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりであります。

セグメントの名称 販売高（千円） 　前年同四半期比(％)

インターネット・メディア事業 4,462,143　 132.1

ファイナンス事業 121,551　 104.8

合計 4,583,694　 131.2

　（注）１　セグメント間取引については、相殺消去しております。

２　主な相手先別の販売実績及び当該販売実績の総販売実績に対する割合

相手先
前第３四半期連結会計期間 当第３四半期連結会計期間

販売高（千円） 割合（％） 販売高（千円） 割合（％）

アマゾンジャパン㈱ 528,224 15.1 722,921 15.8

ＮＥＣビッグローブ㈱ 551,319 15.8 528,470 11.5

３　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　

２【事業等のリスク】

　当第３四半期連結会計期間において、財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の異常な変動等又は、前事

業年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリスク」について重要な変更はありません。　

 

３【経営上の重要な契約等】

　当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等は行われておりません。
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４【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1）経営成績の分析

　わが国のインターネット利用者は平成21年12月末時点で対前年比317万人増の9,408万人、人口普及率は対前年比

2.7ポイント増の78.0％となり、インターネット利用人口は増加し続けております。ブロードバンド契約数は平成22

年9月末時点で3,402万契約となり、インターネット利用環境の普及が進んでおります。（総務省調べ）

　また、わが国のネットビジネスにおけるＢ to Ｃ ＥＣ（消費者向け電子商取引）の市場は、平成22年度で約７兆

3,123億円、コンテンツの製作費を除いたインターネット広告市場は平成22年で約6,385億円と推計され、いずれも

前期を上回り、順調な市場の拡大が報告されております。（㈱野村総合研究所調べ）

　このような状況のもと、当社グループにおきましては、購買支援サイト『価格.com』を始めとして、ランキングと

クチコミのグルメサイト『食べログ』など、複数のグループサイトが月間利用者数及びページビュー数を伸ばす結

果となりました。各グループサイトがそれぞれグループ全体の業績を牽引することで、日本を代表するインター

ネット・メディア・カンパニーとしての地位を確立しつつあります。

　平成22年12月度における当社グループ運営の各サイト利用状況は、購買支援サイト『価格.com』のパソコンによ

る月間利用者数約3,259万人、携帯電話による月間利用者数約335万人、月間総ページビュー数約8億9,921万ページ

ビュー、ランキングとクチコミのグルメサイト『食べログ』のパソコンによる月間利用者数約1,871万人、携帯電話

による月間利用者数約511万人、月間総ページビュー数約3億6,081万ページビュー、旅行のクチコミサイト『フォー

トラベル』のパソコンによる月間利用者数約317万人、携帯電話による月間利用者数約14万人、月間総ページビュー

数約2,373万ページビューとなり、グループ全体で月間利用者数約6,756万人、月間総ページビュー数約13億2,271万

ページビューとなりました。

　以上の結果、当第３四半期連結会計期間における当社グループの業績は、売上高4,583百万円（前年同期比31.2％

増）、営業利益2,171百万円（前年同期比45.5％増）、経常利益2,172百万円（前年同期比45.5％増）、四半期純利益

は1,269百万円（前年同期比46.5％増）となりました。 

　

①インターネット・メディア事業　

　当第３四半期連結会計期間のインターネット・メディア事業売上高は4,462百万円（前年同期比32.1％増）、営業

利益は2,167百万円（前年同期比46.2％増）となりました。

　当社運営サイト『価格.com』の利用者の増加により、『価格.com』の掲載ショップからの手数料収入や、広告収入

が増加したことに加え、当社運営サイト『食べログ』において、有料サービス利用レストラン数が増加したこと等

により売上・利益ともに大幅に増加いたしました。

　なお、これまで集客サポート業務に計上しておりました当社運営サイト『食べログ』によるレストランからの手

数料収入と広告業務に計上されていた『食べログ』に係わる広告収入は、当連結事業年度より、食べログ業務とし

て計上することに変更いたしました。

　

［集客サポート業務］

　当社運営サイト『価格.com』において、サイトのユーザー利便性を向上させる継続的なデザイン改変や機能追加

を実施したことで、利用者数が増加しました。この結果、『価格.com』経由での購買量が増加し、掲載ショップから

の手数料収入が増加いたしました。また、2010年11月に、『価格.com』ブランドの支払いサービスである「価格.com

安心支払いサービス」を開始いたしました。　

　その結果、当第３四半期連結会計期間の売上高は1,561百万円（前年同期比36.0％増）となりました。

　

［広告業務］

　当社運営サイト『価格.com』において、サイト利用者が増加したことから、リスティング広告の売上が増加いたし

ました。また、購買支援サイトとしての特性を活かしたタイアップ広告の売上が好調に推移いたしました。さらに、

当社運営サイト『マンションDB』、『スマイティ』や連結子会社㈱エイガ・ドット・コム運営の『映画.com』の媒

体力が向上したことで、増収となりました。

　その結果、当第３四半期連結会計期間の売上高は970百万円（前年同期比10.7％増）となりました。なお、当連結事

業年度より行いました食べログ関連売上の計上区分変更による影響を除くと、当第3四半期連結会計期間の広告売

上高は前年同期比26.9％の増加となりました。

　

［販売サポート業務］

　当社運営サイト『価格.com』のプロバイダ比較コンテンツにおきまして、ADSL回線は市場の飽和化がみられるも

のの、『価格.com』の利用者数の増加により、『価格.com』経由の取次件数は増加いたしました。また、小型パソコ

ンの普及等に伴い、無線回線の普及が進んでおり、『価格.com』における無線回線取次件数も増加いたしました。

　その結果、当第３四半期連結会計期間の売上高は1,103百万円（前年同期比3.5％増）となりました。

　

［情報提供業務］
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　当社運営サイト『価格.com』におきまして、共同購入クーポン検索サービスを新たに開始いたしました。 また、

『価格.com』の利用者数増加により、自動車カテゴリやマネーカテゴリそれぞれで売上を伸ばしました。

　その結果、当第３四半期連結会計期間の売上高は266百万円（前年同期比40.4％増）となりました。

　

［食べログ業務］

　当社運営サイト『食べログ』におきまして、利用者数が増加したことによる広告収入の増加に加え、有料サービス

利用レストランの増加により、レストランからの手数料収入が増加いたしました。また、個人向けの有料サービスで

ある「食べログプレミアムサービス」を開始いたしました。

　その結果、当第３四半期連結会計期間の売上高は456百万円となりました。

　

［4Travel業務］

　連結子会社フォートラベル㈱運営サイト『フォートラベル』におきまして、2010年11月に、トップページと海外旅

行ガイドページの全面リニューアルを行いました。この施策により、海外ガイドから掲載旅行代理店サイトへの遷

移数が増加し、売上高が増加いたしました。

　その結果、当第３四半期連結会計期間の売上高は102百万円（前年同期比5.9％増）となりました。

　

②　ファイナンス事業

　当第３四半期連結会計期間のファイナンス事業売上高は121百万円（前年同期比4.8％増）、営業利益は３百万円

（前年同期比61.2％減）となりました。

　外国為替証拠金取引業務における手数料収入が減少いたしましたが、保険代理店業務における手数料収入が増加

いたしましたことから全体として増収となりました。

　

［外国為替証拠金取引業務］

　連結子会社㈱カカクコム・フィナンシャルによる外国為替証拠金取引業務において、2010年７月にスイス金融監

督庁の認可した外国為替銀行であるデュカスコピー銀行と業務提携し、外国為替証拠金取引サービス「kakakuFX

Mk-Ⅱ」を開始いたしました。しかし、市場全体では外国為替証拠金取引業務に対する規制強化等の影響により個人

投資家の投資活動が低迷いたしました。このような状況から、顧客取引高が減少し、減収となりました。

　その結果、当第３四半期連結会計期間の売上高は36百万円（前年同期比15.9％減）となりました。

　

［保険代理店業務］

　連結子会社㈱カカクコム・インシュアランスによる保険代理店業務において、平成23年３月期第２四半期連結会

計期間に開始した生命保険の一括見積もりサービスにより、問い合わせ件数が順調に増加いたしました。また、保険

会社からの広告出稿も増加し、全体として増収となりました。

　その結果、当第３四半期連結会計期間の売上高は84百万円（前年同期比17.4％増）となりました。 

　　

EDINET提出書類

株式会社カカクコム(E05350)

四半期報告書

 6/33



(2）財政状態の分析

（資産）

　当第３四半期連結会計期間末の資産合計は21,365百万円となり、前連結会計年度末と比較し3,820百万円増加いた

しました。

　現金及び預金が2,423百万円増加したこと、及び外国為替証拠金取引における顧客及び金融機関との取引による未

決済ポジションについて、重要性が増したことから、その評価によって生じる正味の債権及び債務をそれぞれ資産

及び負債に計上することといたしました関係で、外国為替証拠金取引評価勘定1,098百万円を流動資産の「その

他」に計上したことが主な要因となっております。

　なお、当社の外国為替証拠金取引は、顧客との相対取引を行うとともに、適時、金融機関との相対取引（カバー取

引）を行っております。

　

（負債）

　負債合計は8,506百万円となり、前連結会計年度末と比較し1,061百万円増加いたしました。

　外国為替証拠金取引における顧客及び金融機関との取引による未決済ポジションについて、重要性が増したこと

から、その評価によって生じる正味の債権及び債務をそれぞれ資産及び負債に計上することといたしました関係

で、外国為替証拠金取引評価勘定1,091百万円を流動負債の「その他」に計上したことが主な増加要因となってお

ります。

　

（純資産）

　純資産は12,859百万円となり、前連結会計年度末と比較し2,758百万円増加いたしました。利益剰余金2,578百万円

の増加が主な要因となっております。

　

(3）キャッシュ・フローの状況

　当第３四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という）は、第2四半期連結会計期間末

と比べ335百万円増加し、11,571百万円となりました。各キャッシュ・フローの状況は次のとおりです。

　

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動の結果得られた資金は283百万円（前年同期は650百万円の収入）となりました。

　これは、主として税金等調整前四半期純利益を2,171百万円計上した一方で、ブロードバンド回線取次業務に係わ

る売上債権895百万円の増加と法人税等の支払額1,142百万円を計上したこと等によるものであります。

　

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動に使用した資金は54百万円（前年同期は300百万円の支出）となりました。

　これは、事業拡大に伴うサーバー等の有形固定資産の取得による支出19百万円と、サーバー等で使用するソフト

ウェア等の無形固定資産の取得による支出35百万円があったこと等によるものであります。

　

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動の結果得られた資金は106百万円（前年同期は48百万円の収入）となりました。

　これは、新株予約権行使に伴う株式発行による収入57百万円と短期借入金の増加による収入50百万円があったこ

と等によるものであります。 

　

(4）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第３四半期連結会計期間において、当社の事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに生じた

事項はありません。 

　　

(5）研究開発活動

　該当事項はありません。

　

(6）経営成績に重要な影響を与える要因及び経営戦略の現状と見通し

　当第３四半期連結会計期間において、当社の経営成績に重要な影響を与える要因に重要な変更はありません。 
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第３【設備の状況】
(1）主要な設備の状況

　当第３四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

　

(2）設備の新設、除却等の計画

　当第３四半期連結会計期間において、第２四半期連結会計期間末に計画中であった重要な設備の新設、除却等につ

いて、重要な変更並びに重要な設備計画の完了はありません。

　また、当第３四半期連結会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設、除却等はありません。 
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 960,000

計 960,000

　

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間
末現在発行数(株)
（平成22年12月31日）

提出日現在発行数
（株）

（平成23年２月10日）

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 289,128 289,320
東京証券取引所

市場第一部
（注）２

計 289,128 289,320 ― ―

（注）１．提出日現在発行数には、平成23年２月１日からこの四半期報告書提出日までの新株予約権の行使により発行

された株式数は含まれておりません。

２．完全議決権株式であり、株主としての権利内容に制限のない、標準となる株式であります。なお、単元株制度

の採用はありません。
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（２）【新株予約権等の状況】

新株予約権

　当社は、旧商法第280条ノ20及び第280条ノ21の規定に基づき新株予約権を発行しております。

第１回新株予約権

平成15年１月６日の株主総会の特別決議に基づく平成15年１月７日取締役会決議

　
第３四半期会計期間末現在
（平成22年12月31日）

新株予約権の数（個） 15

新株予約権のうち自己新株予約権の数（個） ―

新株予約権の目的となる株式の種類 普通株式

新株予約権の目的となる株式の数（株） 90（注）１

新株予約権の行使時の払込金額（円） 6,667（注）２

新株予約権の行使期間 平成17年１月７日～平成25年１月６日

新株予約権の行使により株式を発行する場合の株式の発行

価格及び資本組入額（円）

発行価格　　 6,667

資本組入額　 3,334

新株予約権の行使の条件 （注）３

新株予約権の譲渡に関する事項 （注）３

代用払込みに関する事項 ―

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に関する事項 ―

（注）１．当社が株式分割または株式併合を行う場合には、株式の数は、次の算式により調整し、調整により生じる１円

未満の端数は切り捨てるものとします。

調整後株式数　＝　調整前株式数　×　分割・併合の比率

２．行使時に払込をすべき金額は、権利付与日以降に当社が時価を下回る金額で新株式を発行する場合、及び株

式分割または併合を行う場合には次の算式により発行価額を調整し、調整により生じる１円未満の端数は切

り上げるものとします。

（時価を下回る払込金額で新株式を発行する場合）

　 　 　 　
　
既発行
株式数

　
＋

新規発行また
は処分株式数

×
１株当たり払込金額
または処分価額

　

調整後行使価額 ＝ 調整前行使価額 ×
新規発行前の株価 　

既発行株式数＋新規発行株式数または処分株式数 　

（株式の分割または併合を行う場合）

調整後行使価額 ＝ 調整前行使価額 ×
１ 　

分割・併合の比率 　

３．当該ストックオプションに係わる行使の条件、譲渡に関する事項は次のとおりであります。

(1）新株予約権の発行時において当社の取締役、監査役または従業員であった新株予約権者は、新株予約権の

行使時において当社、当社の子会社及び関係会社の取締役、監査役または従業員であることを要します。た

だし、任期満了による退任、定年退職、死亡による退任または退職の場合、その他正当な理由があり当社取

締役会の承認を得た場合にはこの限りではありません。

(2）取締役会の承認を受けた場合以外は、新株予約権の譲渡または質入その他の処分は認められません。

(3）新株予約権者が死亡した場合は、相続人がこれを行使できるものとします。

(4）その他の条件は、当社と新株予約権の割当を受けた者との間で締結した「新株予約権割当契約」に定める

ところによります。
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第２回新株予約権

平成16年６月25日の株主総会の特別決議に基づく平成16年８月24日取締役会決議

　
第３四半期会計期間末現在
（平成22年12月31日）

新株予約権の数（個） 78

新株予約権のうち自己新株予約権の数（個） ―

新株予約権の目的となる株式の種類 普通株式

新株予約権の目的となる株式の数（株） 468（注）１

新株予約権の行使時の払込金額（円） 167,130（注）２

新株予約権の行使期間 平成18年６月26日～平成23年６月25日

新株予約権の行使により株式を発行する場合の株式の発行

価格及び資本組入額（円）

発行価格　 167,130

資本組入額　83,565

新株予約権の行使の条件 （注）３

新株予約権の譲渡に関する事項 （注）３

代用払込みに関する事項 ―

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に関する事項 ―

（注）１．当社が株式分割または株式併合を行う場合には、株式の数は、次の算式により調整し、調整により生じる１円

未満の端数は切り捨てるものとします。

調整後株式数　＝　調整前株式数　×　分割・併合の比率

２．行使時に払込をすべき金額は、権利付与日以降に当社が時価を下回る金額で新株式を発行する場合、及び株

式分割または併合を行う場合には次の算式により発行価額を調整し、調整により生じる１円未満の端数は切

り上げるものとします。

（時価を下回る払込金額で新株式を発行する場合）

　 　 　 　
　

既発行
株式数

　
＋

新規発行また
は処分株式数

×
１株当たり払込金額
または処分価額

　

調整後行使価額 ＝ 調整前行使価額 ×
新規発行前の株価 　

既発行株式数＋新規発行株式数または処分株式数 　

（株式の分割または併合を行う場合）

調整後行使価額 ＝ 調整前行使価額 ×
１ 　

分割・併合の比率 　

３．当該ストックオプションに係わる行使の条件、譲渡に関する事項は次のとおりであります。

(1）新株予約権の発行時において当社の取締役、監査役または従業員であった新株予約権者は、新株予約権の

行使時において当社、当社の子会社及び関係会社の取締役、監査役または従業員であることを要します。た

だし、任期満了による退任、定年退職、死亡による退任または退職の場合、その他正当な理由があり当社取

締役会の承認を得た場合にはこの限りではありません。

(2）取締役会の承認を受けた場合以外は、新株予約権の譲渡または質入その他の処分は認められません。

(3）新株予約権者が死亡した場合は、相続人がこれを行使できるものとします。

(4）その他の条件は、当社と新株予約権者の割当を受けた者との間で締結した「新株予約権割当契約」に定め

るところによります。
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第３回新株予約権

平成16年６月25日の株主総会の特別決議に基づく平成17年２月15日取締役会決議

　
第３四半期会計期間末現在
（平成22年12月31日）

新株予約権の数（個） 7

新株予約権のうち自己新株予約権の数（個） ―

新株予約権の目的となる株式の種類 普通株式

新株予約権の目的となる株式の数（株） 42（注）１

新株予約権の行使時の払込金額（円） 142,565（注）２

新株予約権の行使期間 平成18年６月26日～平成23年６月25日

新株予約権の行使により株式を発行する場合の株式の発行

価格及び資本組入額（円）

発行価格　 142,565

資本組入額　71,283

新株予約権の行使の条件 （注）３

新株予約権の譲渡に関する事項 （注）３

代用払込みに関する事項 ―

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に関する事項 ―

（注）１．当社が株式分割または株式併合を行う場合には、株式の数は、次の算式により調整し、調整により生じる１円

未満の端数は切り捨てるものとします。

調整後株式数　＝　調整前株式数　×　分割・併合の比率

２．行使時に払込をすべき金額は、権利付与日以降に当社が時価を下回る金額で新株式を発行する場合、及び株

式分割または併合を行う場合には次の算式により発行価額を調整し、調整により生じる１円未満の端数は切

り上げるものとします。

（時価を下回る払込金額で新株式を発行する場合）

　 　 　 　
　

既発行
株式数

　
＋

新規発行また
は処分株式数

×
１株当たり払込金額
または処分価額

　

調整後行使価額 ＝ 調整前行使価額 ×
新規発行前の株価 　

既発行株式数＋新規発行株式数または処分株式数 　

（株式の分割または併合を行う場合）

調整後行使価額 ＝ 調整前行使価額 ×
１ 　

分割・併合の比率 　

３．当該ストックオプションに係わる行使の条件、譲渡に関する事項は次のとおりであります。

(1）新株予約権の発行時において当社の取締役、監査役または従業員であった新株予約権者は、新株予約権の

行使時において当社、当社の子会社及び関係会社の取締役、監査役または従業員であることを要します。た

だし、任期満了による退任、定年退職、死亡による退任または退職の場合、その他正当な理由があり当社取

締役会の承認を得た場合にはこの限りではありません。

(2）取締役会の承認を受けた場合以外は、新株予約権の譲渡または質入その他の処分は認められません。

(3）新株予約権者が死亡した場合は、相続人がこれを行使できるものとします。

(4）その他の条件は、当社と新株予約権者の割当を受けた者との間で締結した「新株予約権割当契約」に定め

るところによります。
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第４回新株予約権

平成17年６月28日の株主総会の特別決議に基づく平成18年３月22日取締役会決議

　
第３四半期会計期間末現在
（平成22年12月31日）

新株予約権の数（個） 227

新株予約権のうち自己新株予約権の数（個） ―

新株予約権の目的となる株式の種類 普通株式

新株予約権の目的となる株式の数（株） 1,362（注）１

新株予約権の行使時の払込金額（円） 241,020（注）２

新株予約権の行使期間 平成19年６月29日～平成24年６月28日

新株予約権の行使により株式を発行する場合の株式の発行

価格及び資本組入額（円）

発行価格　 241,020

資本組入額 120,510

新株予約権の行使の条件 （注）３

新株予約権の譲渡に関する事項 （注）３

代用払込みに関する事項 ―

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に関する事項 ―

（注）１．当社が株式分割または株式併合を行う場合には、株式の数は、次の算式により調整し、調整により生じる１円

未満の端数は切り捨てるものとします。

調整後株式数　＝　調整前株式数　×　分割・併合の比率

２．行使時に払込をすべき金額は、権利付与日以降に当社が時価を下回る金額で新株式を発行する場合、及び株

式分割または併合を行う場合には次の算式により発行価額を調整し、調整により生じる１円未満の端数は切

り上げるものとします。

（時価を下回る払込金額で新株式を発行する場合）

　 　 　 　
　

既発行
株式数

　
＋

新規発行また
は処分株式数

×
１株当たり払込金額
または処分価額

　

調整後行使価額 ＝ 調整前行使価額 ×
新規発行前の株価 　

既発行株式数＋新規発行株式数または処分株式数 　

（株式の分割または併合を行う場合）

調整後行使価額 ＝ 調整前行使価額 ×
１ 　

分割・併合の比率 　

３．当該ストックオプションに係わる行使の条件、譲渡に関する事項は次のとおりであります。

(1）新株予約権の発行時において当社及び当社の子会社の取締役、監査役または従業員であった新株予約権者

は、新株予約権の行使時において当社、当社の子会社及び関係会社の取締役、監査役または従業員であるこ

とを要します。ただし、任期満了による退任、定年退職、死亡による退任または退職の場合、その他正当な理

由があり当社取締役会の承認を得た場合にはこの限りではありません。

(2）取締役会の承認を受けた場合以外は、新株予約権の譲渡または質入その他の処分は認められません。

(3）新株予約権者が死亡した場合は、相続人がこれを行使できるものとします。

(4）その他の条件は、当社と新株予約権者の割当を受けた者との間で締結した「新株予約権割当契約」に定め

るところによります。
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（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。　

　

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式
総数残高
（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金
増減額
（千円）

資本準備金
残高
（千円）

平成22年10月１日～

平成22年12月31日（注）
306 289,128 29,117 724,672 29,117 896,391

（注）　新株予約権の権利行使による増加であります。

　

（６）【大株主の状況】

　

①　中央三井アセット信託銀行株式会社及びその共同保有者である中央三井アセットマネジメント株式会社から

平成22年12月21日付で関東財務局長に提出された大量保有報告書により、平成22年12月15日現在で以下の株式

を所有している旨の報告を受けておりますが、当社として当第３四半期会計期間末日時点実質所有株式数の確

認ができておりません。

　氏名又は名称 　住所
保有株券等の数

（株）

株券等保有割合

（％）

　中央三井アセット信託銀行

　株式会社
　東京都港区芝三丁目23番１号 15,356 　5.31

　中央三井アセットマネジメ

　ント株式会社
　東京都港区芝三丁目23番１号 　151 　0.05

　

②　フィデリティ投信株式会社及びその共同保有者であるエフエムアール エルエルシーから平成23年１月４日

付で関東財務局長に提出された大量保有報告書により、平成22年12月22日現在で以下の株式を所有している旨

の報告を受けておりますが、当社として当第３四半期会計期間末日時点実質所有株式数の確認ができておりま

せん。 

氏名又は名称 住所
保有株券等の数

（株）

株券等保有割合

（％）

　フィデリティ投信株式会社
　東京都港区虎ノ門４丁目３番１号

  城山トラストタワー
19,266　 　6.67

エフエムアール エルエルシー
　82 Devonshire Street,Boston,

　Massachusetts 02109,USA
10,382 3.59
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（７）【議決権の状況】

　当第３四半期会計期間末日現在の議決権の状況については、実質株主が把握できず、記載することができませ

んので、直前の基準日である平成22年９月30日現在で記載しております。

①【発行済株式】

　 平成22年12月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式（自己株式等） ― ― ―

議決権制限株式（その他） ― ― ―

完全議決権株式（自己株式等） ― ― ―

完全議決権株式（その他） 普通株式　　288,822 288,822 ―

単元未満株式 ― ― ―

発行済株式総数 288,822 ― ―

総株主の議決権 ― 288,822 ―

　

②【自己株式等】

　 平成22年12月31日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数(株)　　

他人名義所有
株式数(株)　　

所有株式数
の合計(株)　　

発行済株式総数
に対する所有
株式数の割合(％)

― ― ―  ―  ―  ―

計 ― ―  ―  ―  ―
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２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】　　

月別
平成22年
４月

　
５月

　
６月

　
７月

　
８月

　
９月

　
10月　　

　
11月　　

　
12月

最高（円） 371,000　 362,500392,000413,000470,000499,000497,000429,000519,000

最低（円） 333,000309,000337,000369,500395,000408,500372,000371,000408,500

　　（注）最高・最低株価は、東京証券取引所市場第一部におけるものであります。

　

３【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期報告書提出日までにおいて、役員の異動はありません。
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第５【経理の状況】

１　四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

　なお、前第３四半期連結会計期間（平成21年10月１日から平成21年12月31日まで）及び前第３四半期連結累計期間

（平成21年４月１日から平成21年12月31日まで）は、改正前の四半期連結財務諸表規則に基づき、当第３四半期連結

会計期間（平成22年10月１日から平成22年12月31日まで）及び当第３四半期連結累計期間（平成22年４月１日から

平成22年12月31日まで）は、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成しております。

　

２　監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第３四半期連結会計期間（平成21年10月１日から平

成21年12月31日まで）及び前第３四半期連結累計期間（平成21年４月１日から平成21年12月31日まで）の四半期連

結財務諸表並びに当第３四半期連結会計期間（平成22年10月１日から平成22年12月31日まで）及び当第３四半期連

結累計期間（平成22年４月１日から平成22年12月31日まで）に係る四半期連結財務諸表について、有限責任監査法人

トーマツによる四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年12月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 11,459,831 9,036,397

顧客分別金信託 ※1
 3,422,000

※1
 3,672,000

受取手形及び売掛金 2,640,957 2,409,373

繰延税金資産 155,518 248,072

その他 2,126,765 581,386

貸倒引当金 △7,547 △11,444

流動資産合計 19,797,524 15,935,785

固定資産

有形固定資産 ※2
 381,800

※2
 368,031

無形固定資産

のれん 386,474 463,873

ソフトウエア 410,887 427,202

その他 26,064 48,755

無形固定資産合計 823,426 939,830

投資その他の資産

その他 374,492 312,497

貸倒引当金 △11,329 △10,542

投資その他の資産合計 363,163 301,955

固定資産合計 1,568,390 1,609,817

資産合計 21,365,915 17,545,603

負債の部

流動負債

買掛金 1,068,339 1,119,083

未払法人税等 1,098,359 1,456,323

預り保証金 ※3
 4,212,610

※3
 3,870,758

賞与引当金 101,692 195,681

資産除去債務 7,693 －

その他 1,909,983 745,322

流動負債合計 8,398,679 7,387,170

固定負債

繰延税金負債 52,180 49,304

資産除去債務 49,297 －

その他 6,457 8,781

固定負債合計 107,935 58,085

負債合計 8,506,614 7,445,255

純資産の部

株主資本

資本金 724,672 637,858

資本剰余金 1,174,528 1,087,713

利益剰余金 10,819,780 8,241,475

株主資本合計 12,718,981 9,967,047

少数株主持分 140,319 133,299

純資産合計 12,859,301 10,100,347

負債純資産合計 21,365,915 17,545,603
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(2)【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年12月31日)

売上高 9,431,951 12,187,445

売上原価 2,077,106 2,047,944

売上総利益 7,354,844 10,139,500

販売費及び一般管理費 ※1
 3,604,993

※1
 4,523,339

営業利益 3,749,851 5,616,161

営業外収益

受取利息 5,670 6,370

その他 2,020 888

営業外収益合計 7,691 7,259

営業外費用

株式交付費 913 1,203

その他 198 431

営業外費用合計 1,111 1,634

経常利益 3,756,431 5,621,786

特別利益

貸倒引当金戻入額 － 2,556

特別利益合計 － 2,556

特別損失

事務所移転費用引当金繰入額 29,269 －

固定資産売却損 － 1,005

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 7,722

減損損失 28,681 15,743

その他 119 1,786

特別損失合計 58,069 26,257

税金等調整前四半期純利益 3,698,361 5,598,085

法人税、住民税及び事業税 1,490,377 2,220,359

法人税等調整額 35,754 100,581

法人税等合計 1,526,131 2,320,941

少数株主損益調整前四半期純利益 － 3,277,143

少数株主利益又は少数株主損失（△） △2,453 7,019

四半期純利益 2,174,683 3,270,124
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【第３四半期連結会計期間】
（単位：千円）

前第３四半期連結会計期間
(自　平成21年10月１日
　至　平成21年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(自　平成22年10月１日
　至　平成22年12月31日)

売上高 3,494,318 4,583,694

売上原価 747,734 767,267

売上総利益 2,746,583 3,816,427

販売費及び一般管理費 ※1
 1,254,909

※1
 1,645,333

営業利益 1,491,674 2,171,094

営業外収益

受取利息 1,595 2,044

その他 424 13

営業外収益合計 2,020 2,057

営業外費用

株式交付費 349 453

その他 50 37

営業外費用合計 400 490

経常利益 1,493,294 2,172,662

特別損失

事務所移転費用引当金繰入額 29,269 －

固定資産売却損 － 1,005

特別損失合計 29,269 1,005

税金等調整前四半期純利益 1,464,025 2,171,657

法人税、住民税及び事業税 566,568 823,565

法人税等調整額 31,164 74,772

法人税等合計 597,732 898,337

少数株主損益調整前四半期純利益 － 1,273,319

少数株主利益又は少数株主損失（△） △189 4,056

四半期純利益 866,482 1,269,262
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年12月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 3,698,361 5,598,085

減価償却費 262,489 292,123

減損損失 28,681 15,743

のれん償却額 77,398 77,398

事務所移転費用引当金の増減額（△は減少） 29,269 －

賞与引当金の増減額（△は減少） △98,937 △93,988

貸倒引当金の増減額（△は減少） 2,147 △3,109

受取利息及び受取配当金 △5,670 △6,370

為替差損益（△は益） △382 76

支払利息 152 94

株式交付費 913 1,203

固定資産売却損益（△は益） － 1,005

売上債権の増減額（△は増加） △354,012 △231,584

たな卸資産の増減額（△は増加） △5,873 △2,751

仕入債務の増減額（△は減少） 713,628 △50,744

未払消費税等の増減額（△は減少） △54,858 △24,158

未払金の増減額（△は減少） 45,711 △12,078

前受金の増減額（△は減少） △622 5,592

その他 11,823 33,947

小計 4,350,220 5,600,483

利息及び配当金の受取額 8,508 6,266

利息の支払額 △153 △91

法人税等の支払額 △2,026,628 △2,563,417

営業活動によるキャッシュ・フロー 2,331,946 3,043,240

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △235,994 △115,364

無形固定資産の取得による支出 △210,517 △135,883

敷金及び保証金の差入による支出 △137,648 △79,916

敷金及び保証金の回収による収入 － 136,714

その他 － 2

投資活動によるキャッシュ・フロー △584,160 △194,447

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の増減額（△は減少） － 50,000

株式の発行による収入 131,496 172,425

配当金の支払額 △343,763 △689,989

財務活動によるキャッシュ・フロー △212,267 △467,563

現金及び現金同等物に係る換算差額 382 △76

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 1,535,900 2,381,152

現金及び現金同等物の期首残高 5,939,201 9,190,382

連結の範囲の変更に伴う現金及び現金同等物の増減
額（△は減少）

14,839 －

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※1
 7,489,942

※1
 11,571,535
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

 
当第３四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年12月31日）

１.会計処理基準に関する事

項の変更　

（１）資産除去債務に関する会計基準の適用

　第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準18

号　平成20年３月31日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計

基準適用指針第21号　平成20年３月31日）を適用しております。

　これにより、当第３四半期連結累計期間の営業利益及び経常利益は5,869千円、税金等

調整前四半期純利益は18,430千円減少しております。また、当会計基準等の適用開始に

よる資産除去債務の変動額は55,027千円であります。　

　

　

【表示方法の変更】

当第３四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年12月31日）

（四半期連結損益計算書）

「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号　平成20年12月26日）に基づく「財務諸表等の用語、様式

及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成21年３月24日　内閣府令第５号）の適用により、当第

３四半期連結累計期間では、「少数株主損益調整前四半期純利益」の科目で表示しております。

　

当第３四半期連結会計期間
（自　平成22年10月１日
至　平成22年12月31日）

（四半期連結損益計算書）

「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号　平成20年12月26日）に基づく「財務諸表等の用語、様式

及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成21年３月24日　内閣府令第５号）の適用により、当第

３四半期連結会計期間では、「少数株主損益調整前四半期純利益」の科目で表示しております。
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【簡便な会計処理】

　
当第３四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年12月31日）

固定資産の減価償却費の

算定方法

　当社及び連結子会社は、定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償

却費の額を期間按分して算定する方法を採用しております。

　

【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

　

当第３四半期連結会計期間末
（平成22年12月31日）

前連結会計年度末
（平成22年３月31日）

※１．外国為替証拠金取引について顧客より預託を受けた

金銭（顧客預託金）相当額を自己の固有の財産と分別

して保管しております。その資産は次のとおりであり

ます。

※１．外国為替証拠金取引について顧客より預託を受けた

金銭（顧客預託金）相当額を自己の固有の財産と分別

して保管しております。その資産は次のとおりであり

ます。

顧客分別金信託 3,422,000千円 顧客分別金信託 3,672,000千円

※２．有形固定資産の減価償却累計額 509,244千円

　なお、減損損失累計額15,743千円を含めて表示してお

ります。　

※２．有形固定資産の減価償却累計額 377,210千円

※３．預り保証金は、㈱カカクコム・フィナンシャルが行

うファイナンス事業における外国為替証拠金取引業務

にかかる顧客からの預り保証金であります。

※３．　　　　　　　　  同左

　

　

（四半期連結損益計算書関係）

第３四半期連結累計期間

前第３四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年12月31日）

※１　販売費及び一般管理費の主なもの ※１　販売費及び一般管理費の主なもの

給与手当 832,832千円

広告宣伝費 842,353千円

貸倒引当金繰入額 2,442千円

賞与引当金繰入額 57,852千円

のれん償却額 77,398千円

給与手当 967,742千円

広告宣伝費 1,060,164千円

賞与引当金繰入額 78,513千円

のれん償却額 77,398千円

　

第３四半期連結会計期間

前第３四半期連結会計期間
（自　平成21年10月１日
至　平成21年12月31日）

当第３四半期連結会計期間
（自　平成22年10月１日
至　平成22年12月31日）

※１　販売費及び一般管理費の主なもの ※１　販売費及び一般管理費の主なもの

給与手当 283,215千円

広告宣伝費 291,528千円

貸倒引当金繰入額 2,184千円

賞与引当金繰入額 57,852千円

のれん償却額 25,799千円

給与手当 335,385千円

広告宣伝費 391,148千円

貸倒引当金繰入額 2,625千円

賞与引当金繰入額 78,513千円

のれん償却額 25,799千円
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（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

前第３四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年12月31日）

※１　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸

借対照表に掲記されている科目の金額との関係

※１　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸

借対照表に掲記されている科目の金額との関係

現金及び預金 7,461,897千円

顧客分別金信託 3,432,000千円

顧客分別金信託のうち預り保証

金の分別管理を目的とするもの
△3,403,954千円

現金及び現金同等物 7,489,942千円

現金及び預金 11,459,831千円

顧客分別金信託 3,422,000千円

顧客分別金信託のうち預り保証

金の分別管理を目的とするもの
△3,310,295千円

現金及び現金同等物 11,571,535千円

　

（株主資本等関係）

当第３四半期連結会計期間末（平成22年12月31日）及び当第３四半期連結累計期間（自　平成22年４月１日　至　

平成22年12月31日）

１　発行済株式に関する事項

株式の種類 当第３四半期連結会計期間末

普通株式（株） 289,128

　

２　自己株式に関する事項

　該当事項はありません。

　

３　新株予約権等に関する事項

　該当事項はありません。

　

４　配当に関する事項

(1）配当金支払額

決議 株式の種類 配当の原資
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日

平成22年６月25日

定時株主総会
普通株式 利益剰余金 691,819 2,400平成22年３月31日平成22年６月28日

　

(2）基準日が当連結会計年度の開始の日から当四半期連結会計期間末までに属する配当のうち、配当の効力発

生日が当四半期連結会計期間の末日後となるもの

　該当事項はありません。

　

５　株主資本の著しい変動に関する事項

　該当事項はありません。

　

EDINET提出書類

株式会社カカクコム(E05350)

四半期報告書

24/33



（セグメント情報等）

【事業の種類別セグメント情報】

前第３四半期連結会計期間（自　平成21年10月１日　至　平成21年12月31日）

　
インターネッ
ト・メディア
事業（千円）

ファイナンス
事業（千円）

計
（千円）

消去又は全社
（千円）

連結
（千円）

売上高 　 　 　 　 　

(1）外部顧客に対する売上高 3,378,351　 115,9663,494,318 ― 3,494,318

(2）セグメント間の内部売上高又は振

替高
― ― ― ― ―

計 3,378,351115,9663,494,318 ― 3,494,318

営業利益 1,482,7438,3311,491,074 600 1,491,674

（注）１．事業の区分は、内部管理上採用している区分によっております。

２．各事業区分の主な内容

事業区分 主要なサービス等

インターネット・メディア事業 購買支援サイト『価格.com』の運営

高級ホテル・旅館予約サイト『yoyaQ.com』の運営

旅行のクチコミサイト『フォートラベル』の運営

ランキングとクチコミのグルメサイト『食べログ』の運営

新築マンション検索サイト『マンションDB』の運営

総合映画情報サイト『eiga.com』の運営　

ファイナンス事業 外国為替証拠金取引のオンライントレードサービスの提供

生命保険および損害保険の代理店業務

３.　第１四半期連結会計期間より、㈱エイガ・ドット・コムを連結子会社としたことによりインターネット・メ

ディア事業における主要なサービスに総合映画情報サイト『eiga.com』の運営が加わりました。

　

前第３四半期連結累計期間（自　平成21年４月１日　至　平成21年12月31日）

　
インターネッ
ト・メディア
事業（千円）

ファイナンス
事業（千円）

計
（千円）

消去又は全社
（千円）

連結
（千円）

売上高 　 　 　 　 　

(1）外部顧客に対する売上高 9,079,820352,1309,431,951 ― 9,431,951

(2）セグメント間の内部売上高又は振

替高
720 ― 720 (720) ―

計 9,080,540352,1309,432,671 (720) 9,431,951

営業利益 3,712,32735,7243,748,0511,8003,749,851

（注）１．事業の区分は、内部管理上採用している区分によっております。

２．各事業区分の主な内容

事業区分 主要なサービス等

インターネット・メディア事業 購買支援サイト『価格.com』の運営

高級ホテル・旅館予約サイト『yoyaQ.com』の運営

旅行のクチコミサイト『フォートラベル』の運営

ランキングとクチコミのグルメサイト『食べログ』の運営

新築マンション検索サイト『マンションDB』の運営

総合映画情報サイト『eiga.com』の運営　

ファイナンス事業 外国為替証拠金取引のオンライントレードサービスの提供

生命保険および損害保険の代理店業務

３.　第１四半期連結累計期間より、㈱エイガ・ドット・コムを連結子会社としたことによりインターネット・メ

ディア事業における主要なサービスに総合映画情報サイト『eiga.com』の運営が加わりました。
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【所在地別セグメント情報】

前第３四半期連結会計期間（自　平成21年10月１日　至　平成21年12月31日）

　本邦以外の国又は地域に所在する連結子会社及び重要な在外支店がないため、該当事項はありません。

　

前第３四半期連結累計期間（自　平成21年４月１日　至　平成21年12月31日）

　本邦以外の国又は地域に所在する連結子会社及び重要な在外支店がないため、該当事項はありません。

　

【海外売上高】

前第３四半期連結会計期間（自　平成21年10月１日　至　平成21年12月31日）

　海外売上高が連結売上高の10％未満のため、海外売上高の記載を省略しております。

　

前第３四半期連結累計期間（自　平成21年４月１日　至　平成21年12月31日）

　海外売上高が連結売上高の10％未満のため、海外売上高の記載を省略しております。

　

【セグメント情報】

１．報告セグメントの概要　

　当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が、経営

資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。

　当社は、商品・サービス別の事業本部及び子会社を置き、各事業本部及び子会社は、取り扱うサービスにつ

いて国内及び海外の包括的な戦略を立案し、事業活動を展開しております。

　したがって、当社は、事業本部及び子会社を基礎としたサービス別のセグメントから構成されており、「イ

ンターネット・メディア事業」及び「ファイナンス事業」の２つを報告セグメントとしております。

　「インターネット・メディア事業」は、インターネット上の様々な商品・サービスの購買に関する必要な

情報を提供している購買支援サイト『価格.com』を中心に、ランキングとクチコミのグルメサイト『食べロ

グ』、高級ホテル・旅館予約サイト『yoyaQ.com』、新築マンション検索サイト『マンションDB』や、賃貸物

件検索サイト『スマイティ』、連結子会社フォートラベル㈱運営の旅行のクチコミサイト『フォートラベ

ル』、連結子会社㈱エイガ・ドット・コム運営の総合映画情報サイト『映画.com』等を展開しております。

　「ファイナンス事業」は、連結子会社㈱カカクコム・フィナンシャルによる外国為替証拠金取引業務や連

結子会社㈱カカクコム・インシュアランスによる保険代理店業務を展開しております。　　

　

２．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報　

     当第３四半期連結累計期間（自平成22年４月１日 至平成22年12月31日）

（単位：千円）

　
インターネット

・メディア事業
ファイナンス事業 計

　売上高 　　 　

外部顧客への売上高 11,823,253 364,192 12,187,445

セグメント間の内部売上高

又は振替高
1,140 － 1,140

　計 11,824,393 364,192 12,188,585

　セグメント利益 5,582,479 31,882 5,614,361

　

    当第３四半期連結会計期間（自平成22年10月１日 至平成22年12月31日）

（単位：千円）

　
インターネット

・メディア事業
ファイナンス事業 計

　売上高 　　 　

外部顧客への売上高 4,462,143 121,551 4,583,694

セグメント間の内部売上高

又は振替高
180 － 180

　計 4,462,323 121,551 4,583,874

　セグメント利益 2,167,263 3,230 2,170,494

　

３．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の

主な内容（差異調整に関する事項）　

     当第３四半期連結累計期間（自平成22年４月１日 至平成22年12月31日）　
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　 （単位：千円） 　

利益 金額 　

報告セグメント計 5,614,361 　

セグメント間取引消去 1,800 　

四半期連結損益計算書の営業利益 5,616,161 　

　

     当第３四半期連結会計期間（自平成22年10月１日 至平成22年12月31日）　

　 （単位：千円） 　

利益 金額 　

報告セグメント計 2,170,494 　

セグメント間取引消去 600 　

四半期連結損益計算書の営業利益 2,171,094 　

　

４．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報　

    当第３四半期連結会計期間（自平成22年10月１日 至平成22年12月31日）

　（固定資産に係る重要な減損損失）

　該当事項はありません。

　

　（のれんの金額の重要な変動）

　該当事項はありません。

　

　（重要な負ののれん発生益）

　該当事項はありません。　

　

（追加情報）

　第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号　平成

21年３月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第

20号　平成20年３月21日）を適用しております。　

　

（金融商品関係）

　金融商品の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度の末日と比較して著しい変動がありま

せん。
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（有価証券関係）

　有価証券の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度の末日と比較して著しい変動がありま

せん。

 

（デリバティブ取引関係）

当第３四半期連結会計期間末（平成22年12月31日）

取引の種類
対象物の
種類

契約額等
（千円）

契約額等の
うち１年超
（千円）

時価
（千円）

評価損益
（千円）

外国為替証拠金取引 　 　 　 　 　

売建 　 16,956,644 － 902,808 902,808

買建 　 16,949,148 － △895,312△895,312

オプション取引 　 　 　 　 　

売建 通貨 　 　 　 　

プット 　 214,110 － △9,972 △9,972

コール 　 237,916 － △2,275 △2,275

買建 　 　 　 　 　

プット 　 214,110 － 9,972 9,972

コール 　 237,916 － 2,275 2,275

合計 34,809,847 － 7,496 7,496

（注）　時価の算定方法については、当第３四半期連結会計期間末の直物為替相場により算定しております。

　

 

（ストック・オプション等関係）

当第３四半期連結会計期間（自　平成22年10月１日　至　平成22年12月31日）

１．ストック・オプションに係る当第３四半期連結会計期間における費用計上額及び科目名

　該当事項はありません。

　

２．当第３四半期連結会計期間に付与したストック・オプション

　該当事項はありません。

　

３．当第３四半期連結会計期間におけるストック・オプションの条件変更

　該当事項はありません。

　

（企業結合等関係）

　該当事項はありません。
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（１株当たり情報）

１　１株当たり純資産額

当第３四半期連結会計期間末
（平成22年12月31日）

前連結会計年度末
（平成22年３月31日）

１株当たり純資産額 43,990円83銭 １株当たり純資産額 34,576円83銭

　

２　１株当たり四半期純利益及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益

前第３四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年12月31日）

１株当たり四半期純利益 7,559円75銭

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益 7,523円71銭

１株当たり四半期純利益 11,329円15銭

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益 11,283円64銭

（注）１株当たり四半期純利益及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益の算定上の基礎

項目
前第３四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年12月31日）

１株当たり四半期純利益金額 　 　

四半期連結損益計算書上の四半期純利益（千円） 2,174,683 3,270,124

普通株式に係る四半期純利益（千円） 2,174,683 3,270,124

普通株主に帰属しない金額（千円） ─ ─

普通株式の期中平均株式数（株） 287,666 288,647

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 　 　

四半期純利益調整額（千円） ─ ─

普通株式増加数（株） 1,378 1,164

（うち新株予約権（株）） (1,378) (1,164)

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当たり四

半期純利益の算定に含まれなかった潜在株式について前連

結会計年度末から重要な変動がある場合の概要

―　 ―　
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前第３四半期連結会計期間
（自　平成21年10月１日
至　平成21年12月31日）

当第３四半期連結会計期間
（自　平成22年10月１日
至　平成22年12月31日）

１株当たり四半期純利益 3,009円49銭

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益 2,997円21銭

１株当たり四半期純利益 4,392円38銭

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益 4,375円56銭

（注）１株当たり四半期純利益及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益の算定上の基礎

項目
前第３四半期連結会計期間
（自　平成21年10月１日
至　平成21年12月31日）

当第３四半期連結会計期間
（自　平成22年10月１日
至　平成22年12月31日）

１株当たり四半期純利益金額 　 　

四半期連結損益計算書上の四半期純利益（千円） 866,482 1,269,262

普通株式に係る四半期純利益（千円） 866,482 1,269,262

普通株主に帰属しない金額（千円） ─ ─

普通株式の期中平均株式数（株） 287,917 288,969

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 　 　

四半期純利益調整額（千円） ─ ─

普通株式増加数（株） 1,179 1,111

（うち新株予約権（株）） (1,179) (1,111)

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当たり四

半期純利益の算定に含まれなかった潜在株式について前連

結会計年度末から重要な変動がある場合の概要

―　 ―　

　

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。

　

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。

　

EDINET提出書類

株式会社カカクコム(E05350)

四半期報告書

31/33



　 独立監査人の四半期レビュー報告書　
　

　

平成22年２月５日
株 式 会 社　カ　カ　ク　コ　ム
取　締　役　会　御中

　

有限責任監査法人トーマツ
　

　
指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士 水　上　 亮 比 呂　　印

　

　
指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士 三　 富　 康　 史　　印

　

　

　

　当監査法人は、金融商品取引法第１９３条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられてい

る株式会社カカクコムの平成２１年４月１日から平成２２年３月３１日までの連結会計年度の第３四半

期連結会計期間（平成２１年１０月１日から平成２１年１２月３１日まで）及び第３四半期連結累計期

間（平成２１年４月１日から平成２１年１２月３１日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半

期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レ

ビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場か

ら四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。 

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に

対して実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一

般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手

続により行われた。 

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に

公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社カカクコム及び連結子会社

の平成２１年１２月３１日現在の財政状態、同日をもって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四

半期連結累計期間の経営成績並びに第３四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示

していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。　　

以　上

　

（注）１　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。

２　四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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　 独立監査人の四半期レビュー報告書　
　

　

平成23年２月９日
株 式 会 社　カ　カ　ク　コ　ム
取　締　役　会　御中

　

有限責任監査法人トーマツ
　

　
指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士 三　 富　 康　 史　　印

　

　
指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士 上　 田　 雅　 也　　印

　

　

　

　当監査法人は、金融商品取引法第１９３条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられてい

る株式会社カカクコムの平成２２年４月１日から平成２３年３月３１日までの連結会計年度の第３四半

期連結会計期間（平成２２年１０月１日から平成２２年１２月３１日まで）及び第３四半期連結累計期

間（平成２２年４月１日から平成２２年１２月３１日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半

期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レ

ビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場か

ら四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に

対して実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一

般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手

続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に

公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社カカクコム及び連結子会社

の平成２２年１２月３１日現在の財政状態、同日をもって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四

半期連結累計期間の経営成績並びに第３四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示

していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

以　上

　

（注）１　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。

２　四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。

　

　

EDINET提出書類

株式会社カカクコム(E05350)

四半期報告書

33/33


	表紙
	本文
	第一部企業情報
	第１企業の概況
	１主要な経営指標等の推移
	２事業の内容
	３関係会社の状況
	４従業員の状況

	第２事業の状況
	１生産、受注及び販売の状況
	２事業等のリスク
	３経営上の重要な契約等
	４財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析

	第３設備の状況
	第４提出会社の状況
	１株式等の状況
	（１）株式の総数等
	①株式の総数
	②発行済株式

	（２）新株予約権等の状況
	（３）行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等
	（４）ライツプランの内容
	（５）発行済株式総数、資本金等の推移
	（６）大株主の状況
	（７）議決権の状況
	①発行済株式
	②自己株式等


	２株価の推移
	当該四半期累計期間における月別最高・最低株価

	３役員の状況

	第５経理の状況
	１四半期連結財務諸表
	(1)四半期連結貸借対照表
	(2)四半期連結損益計算書
	第３四半期連結累計期間
	第３四半期連結会計期間

	(3)四半期連結キャッシュ・フロー計算書
	四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更
	表示方法の変更
	簡便な会計処理
	注記事項
	事業の種類別セグメント情報
	所在地別セグメント情報
	海外売上高
	セグメント情報


	２その他


	第二部提出会社の保証会社等の情報
	監査報告書

